
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科の時間に、「ふきのとう」の音読発表会をしました。 

「ふきのとう」の学習では、登場人物がどんなことをしたり話したりしてい

るかを読み取り、お話の様子がよく分かるように音読の仕方の工夫を考えて、

練習を繰り返してきました。 

発表会では、緊張していた子もいましたが、楽しい雰囲気で、練習の成果を

発揮してくれたと思います。 

発表会の後には、「初めての本番だったから、まだ教科書が必要だと思った。」

「わたしたちのチームも、みんなも、声が大きくてよかったと思った。」「みん

なで役割を決めてできてよかった。」「言い方を工夫していて、おもしろかった。」

「振り付けが分かりやすくて、まねをしたいと思った。」「みんなが楽しくして

くれたおかげで、明るくて楽しい発表会になってうれしかった。」と、自分の

ことも、みんなのこともよく考えて振り返りを書いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

仲間とともに より高い目標に向けて

学び続け 行動できる子どもの育成 

～自立 協働 創造～ 
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